
発行／岩美町議会　編集／岩美町議会だより調査特別委員会　〒 681-0003　鳥取県岩美郡岩美町大字浦富 675-1
TEL 0857-73-1612　FAX 0857-73-1677　メールアドレス gikai@iwami.gr.jp　WEBサイト　https://www.iwami.gr.jp/

いわみ
議会だより

９月定例会
２ 田後公園整備にクラウドファンディングを活用
３ ５年度各会計の決算を認定
４ 予算の使われ方をチェック
６ 審議結果と賛否
８ 議員報酬を考える
９ ４議員が町政を質

た だ

す
14 元気いっぱい！！浦富保育所運動会

No.161
令和６年 11月１日発行

元気いっぱい
笑顔でよーい  ドン！

！



一
般
会
計
決
算

【
歳

出
】

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

問
Ｊ
Ｒ・路
線
バ
ス
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
の
検

討
状
況
は
ど
う
か
。

答
現
在
、
鳥
取
駅
か
ら
倉
吉
駅
ま

で
は
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

鳥
取
駅
以
東
に
つ
い
て
は
、
町

村
会
を
通
し
て
要
望
を
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
県
内

全
部
で
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

岩
美
町
ア
ニ
メ
・
漫
画
を
活
用
し

た
観
光
誘
客
促
進
事
業
費
補
助
金

問
今
後
、
引
き
続
き
町
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
リ

ピ
ー
タ
ー
を
つ
く
り
、
そ
の
意
見

を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
観
光
協
会
が
町
に
訪
れ
た
方

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
お
り
、

回
答
内
容
を
踏
ま
え
て
今
後
の
観

光
行
政
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

唐
川
の
カ
キ
ツ
バ
タ
再
生
事
業

問
湿
原
の
乾
燥
化
の
原
因
の
改

善
対
策
は
明
確
か
。

答
鳥
取
大
学
に
調
査
を
依
頼
し

て
お
り
、
カ
キ
ツ
バ
タ
が
減
っ
て

い
る
原
因
と
し
て
シ
カ
の
食
害
、

高
木
林
に
よ
る
日
照
不
足
、
水

環
境
の
悪
化
の
指
摘
を
受
け
て
い

る
。対

策
は
鳥
取
大
学
と
協
議
し
、

改
善
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

病
院
事
業
会
計
決
算

問
看
護
師
の
確
保
に
向
け
て
奨

学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
返

還
免
除
期
間
終
了
後
に
病
院
を
退

職
す
る
方
が
い
る
。

看
護
師
不
足
に
ど
う
対
応
す
る

か
。

答
病
院
で
は
や
り
が
い
の
あ
る

看
護
現
場
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

全
て
の
看
護
師
が
キ
ャ
リ
ア
を

向
上
さ
せ
る
た
め
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ

ダ
ー
と
い
う
評
価
制
度
や
そ
の
評

価
制
度
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的
で

看
護
の
手
順
や
様
々
な
研
修
動
画

を
視
聴
で
き
る
ナ
ー
シ
ン
グ
ス
キ

ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
看
護
の

ス
キ
ル
が
上
が
り
、
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
職
場
を
目
指
し
、
離

職
防
止
を
図
り
た
い
。

５年度各会計の決算を認定
会計別決算額

（万円未満切捨て）
会　計　名 歳入総額 歳出総額 差 引 額

一般会計 77億 5263万円 75億 9213万円 1億 6050万円

代替バス運送事業特別会計 5601万円 5601万円 0円

後期高齢者医療特別会計 1億 6310万円 1億 6224万円 86万円

国民健康保険特別会計 13億 3963万円 13億 2377万円 1586万円

集落排水処理事業特別会計 1億 7833万円 1億 5335万円 2498万円

公共下水道事業特別会計 6億 3459万円 4億 6002万円 1億 7457万円

介護保険特別会計 15億 9510万円 15億 2303万円 7207万円

水道事業会計 2億 3251万円 2億 3167万円 84万円

病院事業会計 19億 2822万円 20億 9628万円 △ 1億 6806万円
注：水道事業会計と病院事業会計は、損益計算書（税抜き）による。

決算審査の流れ

本　会　議 提案・質疑

本　会　議 質疑 ･討論 ･採決

決 算 審 査
特別委員会

分科会での審査
報告↓

質疑 ･討論 ･採決

付託

報告

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

たくさんの応援で改修工事を前倒し（田後公園）

唐川カキツバタ防鹿柵設置

いわみ議会だよりNo.1613

主
な
議
案
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算

９
５
８
４
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
76
憶
４
３
９
万
円

と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

田
後
公
園
転
落
防
止
柵
改
修
事
業

３
０
０
万
円
増
額

田
後
公
園
改
修
事
業
の
財
源

と
す
る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

を
募
集
し
、
目
標
金
額
を
上
回

る
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

当
初
は
３
か
年
で
全
区
間
の

改
修
工
事
を
実
施
す
る
予
定
と

し
て
い
た
が
、
完
成
を
前
倒
し

す
る
よ
う
設
計
業
務
委
託
料
を

増
額
す
る
。

寄
付
者
：
延
べ
１
５
４
３
人

寄
付
金
：
１
７
７
３
万
円

（
10
月
７
日
現
在
）

Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
事
業

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
利
用
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
が
５
人
以
上
で
Ｊ

Ｒ
を
利
用
し
て
活
動
を
行
う
こ

と
に
対
し
て
鉄
道
運
賃
な
ど
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
目
的

地
ま
で
の
二
次
交
通
手
段
の
確

保
が
必
要
な
た
め
利
用
が
難
し

い
と
の
声
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
目
的
地
ま
で
の

二
次
交
通
（
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
）

利
用
に
対
す
る
補
助
を
追
加
し

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

２
７
３
４
万
円

町
立
本
庄
ス
ポ
ー
ツ
施
設
跡

地
を
含
む
旧
本
庄
小
学
校
跡
地

に
、
雨
天
時
な
ど
屋
外
で
活
動

で
き
な
い
場
合
に
子
ど
も
が
利

用
可
能
な
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
際
、
同
一
敷
地
内
の
既

存
施
設
と
の
連
携
に
よ
り
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組

み
、
併
せ
て
本
庄
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
充
実
を
行

う
。

整
備
検
討
委
員
会
兼
設
計
業
者
選

定
審
査
委
員
会

３
回
開
催32

万
円

設
計
業
務
委
託
料２

７
０
２
万
円

県
観
光
連
盟
等
負
担
金

１
０
０
万
円
増
額

県
は
、
２
０
２
５
年
大
阪
・

関
西
万
博
開
催
に
合
わ
せ
、
誘

客
を
促
進
す
る
た
め
県
内
を
万

博
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
「
と
っ

と
リ
ア
ル
・
パ
ビ
リ
オ
ン
」
に

見
立
て
て
様
々
な
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
県
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
県
内

市
町
村
と
連
携
し
「
名
探
偵

コ
ナ
ン
鳥
取
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
町
も
参
画
し
県
内
外

か
ら
の
誘
客
促
進
を
図
る
。

転落防止柵改修を前倒し
クラウドファンディングを活用

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
を
、
９
月
10
日
か

ら
20
日
ま
で
11
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
５

年
度
各
会
計
決
算
な
ど
17
議
案
を
、

原
案
通
り
可
決
・
認
定
・
同
意
し

ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
案
３
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

たくさんの応援で改修工事を前倒し（田後公園）

人
事

（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
６
年
10
月
14
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

森
本

昌
和
（
恩
志
）

田後公園
整備に
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一
般
会
計

【
歳

入
】

問
町
税
全
体
で
前
年
度
に
比
べ
減

少
と
な
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
徴
収
率
が
減
少
し
た
要
因
は
５

年
５
月
に
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行

さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
明
け
で
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
、
徴
収
猶
予
を

し
て
い
た
方
も
い
た
。

給
与
所
得
者
等
の
総
所
得
・
課

税
標
準
額
と
も
に
増
加
し
て
い
る

が
、
物
価
高
騰
に
賃
金
上
昇
が
追

い
付
い
て
い
な
い
た
め
、
実
質
賃

金
は
減
と
な
っ
て
お
り
、
納
税
窓

口
に
相
談
に
来
ら
れ
る
方
か
ら
も

生
活
が
苦
し
い
と
聞
く
こ
と
が
あ

る
。今

後
の
徴
収
は
、
悪
質
な
滞
納

者
に
は
、
引
き
続
き
差
押
え
な

ど
を
行
っ
て
い
く
が
、
生
活
が
困

難
な
方
へ
は
福
祉
事
務
所
と
連
携

し
、
個
々
の
状
況
を
み
な
が
ら
滞

納
整
理
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

問
地
方
財
政
の
充
実
強
化
に
つ
い

て
国
へ
の
要
望
に
努
め
ら
れ
て
い

る
が
、
当
初
見
込
み
に
比
べ
て
実

績
は
ど
う
か
。

答
地
方
財
政
計
画
を
基
に
、
普
通

交
付
税
を
試
算
し
た
が
、
試
算
を

上
回
る
措
置
が
あ
っ
た
。

特
別
交
付
税
は
、
対
象
と
な
る

事
業
を
確
認
し
な
が
ら
活
用
に
努

め
て
い
る
。

意
見
今
後
も
少
子
高
齢
化
な
ど
、

地
方
独
自
で
事
業
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
て
要
望
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
歳

出
】

情
報
化
推
進
事
業

問
デ
ジ
タ
ル
推
進
係
が
設
置
さ
れ

た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
、
Ｄ
Ｘ
の

推
進
は
ど
う
か
。

答
５
年
度
は
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、

県
自
治
体
Ｉ
Ｃ
Ｔ
共
同
化
推
進
協

議
会
で
連
携
し
進
め
て
い
く
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
事
業

問
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
や
住
ん
で

み
た
感
想
な
ど
を
踏
ま
え
て
魅
力

発
信
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
て

転
入
さ
れ
る
場
合
、
自
治
会
へ
の

加
入
を
条
件
と
し
、
自
治
会
に
は

移
住
者
が
地
域
に
な
じ
め
る
よ
う

移
住
者
の
支
援
も
お
願
い
し
て
お

り
、
移
住
後
の
感
想
は
来
庁
し
た

際
に
伺
っ
て
い
る
。

ま
た
、
情
報
発
信
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

問
滞
納
者
の
う
ち
生
活
が
窮
迫
状

況
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
不
納
欠
損

に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

関
係
課
の
体
制
づ
く
り
は
ど
う
か
。

答
収
納
調
整
会
議
で
情
報
共
有
を

図
り
、
窮
迫
状
況
に
な
る
前
に
調

査
や
訪
問
な
ど
を
行
い
自
立
相
談

支
援
事
業
に
つ
な
げ
て
い
る
。

今
後
、
先
進
地
の
事
例
を
踏
ま

え
更
に
実
効
性
の
高
い
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
研
究
し
た
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業

問
子
ど
も
食
堂
に
大
人
の
参
加
が

増
加
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
が
世

代
間
交
流
で
き
る
場
と
な
っ
て
い

る
か
。

答
子
ど
も
だ
け
の
参
加
か
ら
家
族

で
の
参
加
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

子
育
て
世
帯
以
外
の
方
の
参
加

は
少
な
い
が
、
保
護
者
同
士
の
交
流

と
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
の
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク

決
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
決
算
を
審
査
し
、
７
年
度
予
算

な
ど
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員

を
除
く
議
員
10
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
升

井
祐
子
委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
総
務
教
育
、
産
業
福
祉
の
両
分
科
会
で

分
担
し
て
審
査
し
、
各
分
科
会
委
員
長
の
報
告
を
も
と
に
決

算
全
体
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

決
算
審
査
報
告
書
（
Ｈ
Ｐ
参
照
）
の
う
ち
主
な
質
疑
・
意

見
を
掲
載
し
ま
す
。

おいしい料理で明日も元気（子ども食堂の献立）
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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

問
今
後
の
集
落
協
定
内
に
お
け
る

担
い
手
対
策
、
協
定
農
用
地
内
で

の
耕
作
放
棄
地
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

答
６
年
度
に
地
域
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
者

や
地
域
の
方
と
の
話
し
合
い
に
よ

り
今
後
の
担
い
手
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
は
、
現
地

確
認
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、
作
付

け
し
て
い
な
い
農
地
は
草
刈
り
な

ど
適
正
な
保
全
管
理
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

観
光
誘
致
宣
伝
事
業

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
応
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
５
年
度
は
町
内
観
光
看
板
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
取
り
付
け
る
こ
と
に

よ
り
多
言
語
化
を
実
施
し
た
。

６
年
度
は
Ｗ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
設
置
な

ど
に
か
か
る
民
間
事
業
者
へ
の

補
助
制
度
の
創
設
や
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
の
ほ
か
、
県

や
麒
麟
の
ま
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
圏
域

の
他
団
体
と
連
携
し
て
万
博
に
向

け
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
た
め

の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

町
道
新
設
改
良
事
業

問
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
整
備
状
況
は

ど
う
か
。

答
鳥
取
県
を
東
西
に
横
断
す
る

「
鳥
取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」
に
つ

い
て
、
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
の
指
定
を
目
指
し
て
、

５
年
度
か
ら
国
、
県
、
町
で
一
体

的
に
自
転
車
の
走
行
環
境
整
備
と

し
て
、
路
面
に
矢
羽
根
表
示
の
設

置
等
を
進
め
て
お
り
、
町
道
に
つ

い
て
は
５
年
度
、
６
年
度
の
２
か

年
で
整
備
が
完
了
し
た
。

代
替
バ
ス
運
送
事
業
特
別
会
計

問
公
共
交
通
を
維
持
す
る
に
あ
た

り
、
町
営
バ
ス
の
５
年
度
の
実
績

を
み
て
、
今
後
の
取
組
・
展
開
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

答
一
乗
車
１
０
０
円
や
通
学
費

補
助
の
拡
充
に
よ
り
利
用
が
増
加

し
て
お
り
、
費
用
負
担
が
利
用
に

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。ま

た
、
予
約
便
の
利
用
が
少
な

い
こ
と
は
、
も
と
も
と
利
用
が
少

な
い
時
間
帯
に
導
入
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
予
約
が
面
倒
で
利
用
を

避
け
て
い
る
方
も
あ
る
と
思
う
。

今
後
は
、
予
約
便
を
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
検
討
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
の
総
数
を
見
な
が
ら

便
数
の
適
正
化
を
図
り
た
い
。

意
見
利
用
者
の
減
少
に
は
、
予

約
便
の
抵
抗
感
も
あ
る
と
思
う

が
、
人
口
減
少
等
も
確
実
に
影
響

し
て
い
る
。

見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

の
実
態
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問
保
険
料
水
準
の
統
一
に
向
け
た

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答
県
内
で
同
じ
所
得
水
準
、
世
帯

構
成
で
あ
れ
ば
同
じ
保
険
料
と
な

る
保
険
料
水
準
の
統
一
に
向
け
て

は
、
国
保
連
携
会
議
に
お
い
て
完

全
統
一
の
時
期
や
課
題
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

水
道
事
業
会
計

問
将
来
の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答
５
年
２
月
に
経
営
戦
略
を
改
定

し
て
お
り
、
料
金
収
入
は
年
々
減

少
し
て
い
く
が
、
向
こ
う
10
年
は
、

資
金
残
高
が
料
金
収
入
を
上
回
っ

て
い
る
。

今
後
は
毎
年
度
進
捗
管
理
を
実

施
し
、
５
年
ご
と
の
見
直
し
又
は

計
画
の
前
提
条
件
の
変
化
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
随
時
見
直
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

矢羽根が表示されたサイクルルートを走る（網代地区）
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件　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由
母（王

オウカイゲン

乖彦）が中国で不法に逮捕され
ている件に関する陳情
提 出 者：張　一文

不採択

不採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　田中克美　澤　治樹
　（欠席　𠮷田保雄）

事実確認がとれないため。

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための、2025 年度政府予算
に係る意見書採択の陳情について
提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部
　　　　　支部長　常藤　充博 外１名

趣旨採択

趣旨採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　田中克美　澤　治樹
　（欠席　𠮷田保雄）

―

「持続可能な学校の実現をめざす」実
効性ある学校の働き方改革、長時間労
働是正を求める意見書採択の陳情につ
いて
提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部
　　　　　支部長　常藤　充博 外１名

採　択
（意見書
提出）

採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　田中克美　澤　治樹
　（欠席　𠮷田保雄）

―

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
可
決
）

反

対
（
田
中
克
美
議
員
）

標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
の
た
め

に
独
自
施
策
が
で
き
な
い
事
例

が
起
こ
っ
て
お
り
、
憲
法
と
地

方
自
治
法
が
定
め
る
団
体
自
治

を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
で
、
当
該
シ
ス
テ
ム
移
行

に
は
反
対
す
る
。　
　
　
　

関
西
万
博
は
安
全
宣
言
が
出

さ
れ
て
い
な
い
の
で
夢
洲
は
万

博
会
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

そ
う
し
た
万
博
開
催
を
前
提

に
し
た
予
算
に
は
反
対
す
る
。

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定（

可
決
）

反

対
（
田
中
克
美
議
員
）

飲
料
水
へ
の
消
費
税
課
税
は
、

生
計
費
非
課
税
の
原
則
に
反
す

る
。

現
行
の
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保
険

証
の
選
択
制
を
堅
持
し
、
現
行

の
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う

国
に
意
見
書
を
あ
げ
る
よ
う
求

め
る
請
願
書

（
不
採
択
）

採

択
（
田
中
克
美
議
員
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登

録
や
情
報
の
紐
づ
け
に
と
ま
ど

う
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
医
療

機
関
側
も
、
窓
口
が
混
乱
し
、

医
療
機
関
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
起
き
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
減

ら
な
い
限
り
現
行
の
保
険
証
を

廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

採

択
（
升
井
祐
子
議
員
）

マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
で
あ

る
と
災
害
時
に
使
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
脆
弱
で
あ
る
。

紙
の
保
険
証
な
ど
複
数
手
段

を
用
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

不
採
択
（
柳

正
敏
議
員
）

国
は
全
て
の
方
が
安
心
し
て

確
実
に
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ

る
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、

本
請
願
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
逆
行
す

る
も
の
で
あ
る
。

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回

と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再

改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求

め
る
請
願
書

（
不
採
択
）

採

択
（
田
中
克
美
議
員
）

厚
労
省
自
身
が
示
し
た
資
料

で
も
、
３
年
連
続
で
訪
問
介
護

事
業
所
の
４
割
が
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
倒
産
に
よ
り
訪
問
介

護
事
業
所
の
空
白
地
域
が
全
国

で
広
が
っ
て
い
る
。

不
採
択
（
柳

正
敏
議
員
）

国
は
改
定
に
よ
る
影
響
を
十

分
に
調
査
、
検
証
す
る
と
と
も

に
、
現
場
の
負
担
や
保
険
料
、

利
用
者
負
担
へ
の
影
響
な
ど
も

考
慮
し
て
丁
寧
に
検
討
し
て
い

る
。適

切
な
措
置
を
講
じ
、
か
つ

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
も
十
分

検
討
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
現
段
階
で
賛
同
す
る
こ
と

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

討

論

いわみ議会だよりNo.1617

９月定例会の審議結果と賛否の状況

議　　案　　名

条
例
他

国民健康保険条例の一部改正

教育委員会委員の任命同意

補
正
予
算

一般会計補正予算（第 4号）

代替ﾊﾞｽ運送事業特別会計補正予算（第 1号）

介護保険特別会計補正予算（第 1号）

下水道事業会計補正予算（第 1号）

病院事業会計補正予算（第 1号）

議
員
発
議

総務教育､ 産業福祉常任委員会の行政事務調査

持続可能な学校の実現をめざす意見書

総務教育､ 産業福祉常任委員会の所管事務調査

議　　案　　名

５
年
度
決
算
の
認
定

一般会計

代替バス運送事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計

集落排水処理事業特別会計

公共下水道事業特別会計

介護保険特別会計

病院事業会計

【全員一致で可決、認定、同意した議案】

【賛否が分かれた議案】
提出者 議　　案　　名 審議結果 賛否の状況
町長 一般会計補正予算（第 3号） 可決 反対：田中克美
町長 ５年度水道事業会計決算の認定 可決 反対：田中克美

請　願　・　陳　情　審　査　結　果
件　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由

現行の保険証とマイナ保険証の選択制
を堅持し、現行の保険証を廃止しない
よう国に意見書をあげるよう求める請
願書
提 出 者：鳥取県社会保障推進協議会　
　　　　　会長　藤田　安一
紹介議員：田中　克美

不採択

採　択
　升井祐子　田中克美　
不採択
　森田洋子　田中伸吾　　　　
　寺垣智章　宮本純一
　川口耕司　柳　正敏
　足立義明　澤　治樹
　（欠　席　𠮷田保雄）

現行の保険証が廃止された
後も使用可能な猶予期間が
あり、マイナ保険証以外に
もマイナンバーカードを取
得していない方や健康保険
証の利用登録をしていない
方には資格確認書の発行に
より保険診療は可能であ
る。

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報
酬引き上げの再改定を早急に行うこと
を求める請願書
提 出 者：鳥取県社会保障推進協議会　
　　　　　会長　藤田　安一
紹介議員：田中　克美 不採択

採　択
　田中克美　
不採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　澤　治樹
　（欠　席　𠮷田保雄）

訪問介護の基本報酬の引き
下げは、訪問介護の利益率
が全介護サービスの平均を
大きく上回っているなど、
他の制度と整合性をとるた
め実施している。小規模な
事業者などから引き下げへ
の反対もあるが、国は今後
の対策についても検討を
行っている状況であり、現
段階で賛同することは適切
でない。
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件　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由
母（王

オウカイゲン

乖彦）が中国で不法に逮捕され
ている件に関する陳情
提 出 者：張　一文

不採択

不採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　田中克美　澤　治樹
　（欠席　𠮷田保雄）

事実確認がとれないため。

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための、2025 年度政府予算
に係る意見書採択の陳情について
提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部
　　　　　支部長　常藤　充博 外１名

趣旨採択

趣旨採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　田中克美　澤　治樹
　（欠席　𠮷田保雄）

―

「持続可能な学校の実現をめざす」実
効性ある学校の働き方改革、長時間労
働是正を求める意見書採択の陳情につ
いて
提 出 者：鳥取県教職員組合東部支部
　　　　　支部長　常藤　充博 外１名

採　択
（意見書
提出）

採択
　升井祐子　森田洋子　
　田中伸吾　寺垣智章
　宮本純一　川口耕司
　柳　正敏　足立義明
　田中克美　澤　治樹
　（欠席　𠮷田保雄）

―

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
可
決
）

反

対
（
田
中
克
美
議
員
）

標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
の
た
め

に
独
自
施
策
が
で
き
な
い
事
例

が
起
こ
っ
て
お
り
、
憲
法
と
地

方
自
治
法
が
定
め
る
団
体
自
治

を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
で
、
当
該
シ
ス
テ
ム
移
行

に
は
反
対
す
る
。　
　
　
　

関
西
万
博
は
安
全
宣
言
が
出

さ
れ
て
い
な
い
の
で
夢
洲
は
万

博
会
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

そ
う
し
た
万
博
開
催
を
前
提

に
し
た
予
算
に
は
反
対
す
る
。

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定（

可
決
）

反

対
（
田
中
克
美
議
員
）

飲
料
水
へ
の
消
費
税
課
税
は
、

生
計
費
非
課
税
の
原
則
に
反
す

る
。

現
行
の
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保
険

証
の
選
択
制
を
堅
持
し
、
現
行

の
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う

国
に
意
見
書
を
あ
げ
る
よ
う
求

め
る
請
願
書

（
不
採
択
）

採

択
（
田
中
克
美
議
員
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
登

録
や
情
報
の
紐
づ
け
に
と
ま
ど

う
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
医
療

機
関
側
も
、
窓
口
が
混
乱
し
、

医
療
機
関
で
は
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
起
き
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
減

ら
な
い
限
り
現
行
の
保
険
証
を

廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

採

択
（
升
井
祐
子
議
員
）

マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
で
あ

る
と
災
害
時
に
使
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
脆
弱
で
あ
る
。

紙
の
保
険
証
な
ど
複
数
手
段

を
用
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

不
採
択
（
柳

正
敏
議
員
）

国
は
全
て
の
方
が
安
心
し
て

確
実
に
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ

る
環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、

本
請
願
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
逆
行
す

る
も
の
で
あ
る
。

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回

と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再

改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求

め
る
請
願
書

（
不
採
択
）

採

択
（
田
中
克
美
議
員
）

厚
労
省
自
身
が
示
し
た
資
料

で
も
、
３
年
連
続
で
訪
問
介
護

事
業
所
の
４
割
が
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
倒
産
に
よ
り
訪
問
介

護
事
業
所
の
空
白
地
域
が
全
国

で
広
が
っ
て
い
る
。

不
採
択
（
柳

正
敏
議
員
）

国
は
改
定
に
よ
る
影
響
を
十

分
に
調
査
、
検
証
す
る
と
と
も

に
、
現
場
の
負
担
や
保
険
料
、

利
用
者
負
担
へ
の
影
響
な
ど
も

考
慮
し
て
丁
寧
に
検
討
し
て
い

る
。適

切
な
措
置
を
講
じ
、
か
つ

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
も
十
分

検
討
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
現
段
階
で
賛
同
す
る
こ
と

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

討

論

いわみ議会だよりNo.1617



いわみ議会だよりNo.1619

一般質問
４議員が町政を質す

ただ

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を
得て質問します。
　質問時間は１人３０分以内（答弁の時間を
除く）で、一問一答方式で何度でも質問で
きます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、
住民の声にもとづき、町執行部の方針
を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。

９月定例会の一般質問（登壇順）ＱＲコードから一般質問の動画がご覧いただけます。

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

森田洋子 10
１　認知症施策のさらなる充実を
２　町職員の副業について

川口耕司 11
１　地域農業の将来を考える地域計画策定について
２　農地活用と振興作物について
３　災害時に円滑に避難できる環境整備を

升井祐子 12
１　ＧＩＧＡスクール構想の現状と今後の対策は
２　インフラ整備について

田中克美 13
１　12月２日の保険証新規発行停止にむけて
２　会計年度任用職員の公募によらない再採用について
３　島根原発の事故による避難者の受け入れについて

・議会だよりでは、内容を１議員１ページに要約しています。議会ホームページでは、動画をご覧いただけます。
・会議録は、12月頃から議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。

議員報酬を考える

意見交換会を開催します

町民の声をきき、報酬審議会に諮問・確定します

●９月下旬から町民の声をきかせてい
ただく意見交換会を呼び掛けていま
す。10月上旬までに２回行いました。
●ぜひ声をきかせて下さい。
　議会が出向きます。
　（議会事務局にご相談ください。）

審議会丸投げ
は止める！

　地方自治にとって議会は不可欠な存在です。
　その議会で、少数立候補と低い投票率が続いています。
　町民の多様な声を代弁し、行政をチェック、政策を提言
するーこれが議会の役割です。私たちは、議会が将来にわ
たって存続するための条件の 1つが、議員報酬にあると考
えました。
　報酬の在り方を検討し、これまでの決め方を改め、町民
の皆さんの声をきかせていただくことにしました。

議会が報酬額（案）を算定

岩美町の議員報酬の決め方 　つの特徴岩美町の議員報酬の決め方 　つの3
●報酬月額の案を議会が自ら
算定する
●算定の基準は町長の給料月額
●議員の活動時間（日数）と
町長の活動日数を比較する
議員の日数

×町長の給　料＝報酬月額町長の日数

●算定した報酬月額（案）に
ついて町民の声をきく
●そのうえで再算定して、報
酬審議会への諮問内容を決
める

●諮問内容について報酬審議
会と意見交換する
●審議会の答申を尊重する

県内の議会で初の試み

特徴1 特徴 2 特徴 3
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いわみ議会だよりNo.1619

一般質問
４議員が町政を質す

ただ

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を
得て質問します。
　質問時間は１人３０分以内（答弁の時間を
除く）で、一問一答方式で何度でも質問で
きます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、
住民の声にもとづき、町執行部の方針
を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。

９月定例会の一般質問（登壇順）ＱＲコードから一般質問の動画がご覧いただけます。

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

森田洋子 10
１　認知症施策のさらなる充実を
２　町職員の副業について

川口耕司 11
１　地域農業の将来を考える地域計画策定について
２　農地活用と振興作物について
３　災害時に円滑に避難できる環境整備を

升井祐子 12
１　ＧＩＧＡスクール構想の現状と今後の対策は
２　インフラ整備について

田中克美 13
１　12月２日の保険証新規発行停止にむけて
２　会計年度任用職員の公募によらない再採用について
３　島根原発の事故による避難者の受け入れについて

・議会だよりでは、内容を１議員１ページに要約しています。議会ホームページでは、動画をご覧いただけます。
・会議録は、12月頃から議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。

議員報酬を考える

意見交換会を開催します

町民の声をきき、報酬審議会に諮問・確定します

●９月下旬から町民の声をきかせてい
ただく意見交換会を呼び掛けていま
す。10月上旬までに２回行いました。
●ぜひ声をきかせて下さい。
　議会が出向きます。
　（議会事務局にご相談ください。）

審議会丸投げ
は止める！

　地方自治にとって議会は不可欠な存在です。
　その議会で、少数立候補と低い投票率が続いています。
　町民の多様な声を代弁し、行政をチェック、政策を提言
するーこれが議会の役割です。私たちは、議会が将来にわ
たって存続するための条件の 1つが、議員報酬にあると考
えました。
　報酬の在り方を検討し、これまでの決め方を改め、町民
の皆さんの声をきかせていただくことにしました。

議会が報酬額（案）を算定

岩美町の議員報酬の決め方 　つの特徴3
●報酬月額の案を議会が自ら
算定する
●算定の基準は町長の給料月額
●議員の活動時間（日数）と
町長の活動日数を比較する
議員の日数

×町長の給　料＝報酬月額町長の日数

●算定した報酬月額（案）に
ついて町民の声をきく
●そのうえで再算定して、報
酬審議会への諮問内容を決
める

●諮問内容について報酬審議
会と意見交換する
●審議会の答申を尊重する

県内の議会で初の試み

特徴1 特徴 2 特徴 3
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一

般

質

問

川
口

耕
司
議
員

川
口
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
改
正
で
７
年
３
月
ま
で
に
、人・

農
地
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
地
域
計
画

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

町
長
地
域
計
画
は
、
各
地
域
で

協
議
の
場
を
設
置
し
、
地
域
農
業

の
問
題
や
課
題
を
協
議
し
て
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

町
で
は
、
町
内
全
地
区
を
対
象

に
農
用
地
利
用
集
積
検
討
会
を
開

催
し
、
地
域
の
農
業
に
係
る
諸
課

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

目
標
地
図
の
基
と
な
る
農
地
利

用
の
現
況
地
図
を
作
成
し
た
。

今
後
、
農
業
委
員
会
で
現
況
地

図
を
基
に
目
標
地
図
の
素
案
を
作

成
し
、関
係
者
か
ら
意
見
を
伺
い
、

本
年
度
末
ま
で
に
全
地
域
で
の
地

域
計
画
を
策
定
す
る
。

川
口
現
行
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
活
用
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
集
落

単
位
だ
。
地
域
計
画
は
町
内
10
の

地
区
に
区
分
け
し
て
作
成
す
る
。

地
域
計
画
の
内
容
と
重
複
す
る

部
分
は
地
域
計
画
に
盛
り
込
み
な

が
ら
効
率
的
に
作
成
し
た
い
。

川
口
目
標
地
図
の
作
成
は
概
ね

10
年
後
を
見
据
え
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
農
業
を
進
め
る
か
、
農
地
利

用
の
方
針
を
反
映
す
る
も
の
だ
。

目
標
地
図
に
位
置
付
け
ら
れ
る

人
の
条
件
は
あ
る
か
。

該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
ど
う

な
る
か
。

町
長
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
方
が
耕
作
者
と
し
て
名
前

が
あ
が
る
。

基
本
的
に
は
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
担
い

手
の
方
で
、
10
年
先
も
地
域
で
農

地
が
守
っ
て
い
け
る
か
、
守
っ
て

い
け
な
い
場
合
に
新
た
な
担
い
手

が
確
保
で
き
る
か
、
全
町
で
調
整

し
て
い
き
た
い
。

川
口
農
地
の
大
部
分
を
担
い
手

が
引
き
受
け
て
い
る
地
域
も
あ
る

が
、
目
標
地
図
を
ど
う
作
成
す
る

か
。町

長
農
地
の
大
部
分
を
担
い
手

が
引
き
受
け
て
い
る
地
域
に
は
、

既
存
の
農
事
組
合
法
人
、
認
定
農

業
者
の
方
が
継
続
し
て
耕
作
す
る

こ
と
の
確
認
を
行
い
、
目
標
地
図

に
掲
載
し
て
い
く
。

川
口
地
域
計
画
と
国
の
補
助
事

業
は
関
連
付
け
ら
れ
る
か
。

町
長
国
の
補
助
事
業
に
は
地
域

計
画
の
策
定
を
採
択
要
件
と
し
て

い
る
事
業
も
あ
る
。
地
域
計
画
で

位
置
付
け
ら
れ
た
農
業
者
を
担
い

手
と
す
る
こ
と
で
補
助
金
の
要
件

を
達
成
す
る
事
業
も
あ
る
。

将
来
的
な
農
業
関
連
の
国
・
県

の
補
助
事
業
の
採
択
を
考
え
る
と

地
域
計
画
は
策
定
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

川口耕司議員

地
域
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は川

口
耕
司
議
員

本
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る

長
戸
町
長

そ
ば
乾
燥
調
製
施
設
の
整
備
を川

口
耕
司
議
員

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

長
戸
町
長

川
口
水
田
農
業
に
お
け
る
振
興

作
物
と
し
て
、
短
期
間
で
収
穫
可

能
な
そ
ば
を
推
進
し
て
い
る
が
４

年
度
か
ら
の
作
付
け
状
況
は
ど
う

か
。杉

本
農
林
水
産
課
長

４
年
度

８・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
５
年
度

11
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
６
年
度

12
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
と
な
っ
て

い
る
。

川
口
岩
美
町
産
の
そ
ば
を
活
用

し
て
道
の
駅
き
な
ん
せ
岩
美
な
ど

で
販
売
し
て
い
る
。

乾
燥
調
製
を
担
う
場
が
な
い
た

め
町
外
の
乾
燥
施
設
ま
で
搬
入
を

し
て
い
る
。

そ
ば
を
振
興
し
面
積
も
増
え
て

い
る
中
で
、
町
内
で
乾
燥
調
製
が
で

き
る
施
設
の
整
備
を
考
え
な
い
か
。

町
長
現
在
の
収
穫
量
で
の
玄
そ

ば
の
販
売
や
生
産
者
の
方
が
開
拓

さ
れ
た
販
売
ル
ー
ト
は
、
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

現
段
階
で
は
町
で
乾
燥
調
製
施

設
を
持
つ
考
え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

災
害
時
に
円
滑
に
避
難
で
き
る
環

境
整
備
を

そばを作付けした田んぼ（蒲生地内）
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森
田
６
年
１
月
、
認
知
症
基
本

法
が
施
行
さ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
は
６
年
５
月
、
軽

度
認
知
障
が
い
と
認
知
症
の
人
の

う
ち
、３
人
に
１
人
が
認
知
機
能

障
害
を
起
こ
す
と
発
表
し
た
。

認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実

が
重
要
と
考
え
る
。

本
町
の
認
知
症
と
認
定
さ
れ
た

人
は
何
人
か
。

濵
野
健
康
福
祉
課
長
現
在
、
要

支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た

人
が
８
７
２
名
、
う
ち
認
知
症
と

判
断
さ
れ
た
人
は
７
１
７
名
で
あ

る
。森

田
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
は
重
要
だ
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
の
養
成
講
座
を
受
講
し

た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
全
国
で

１
５
４
９
万
人
で
あ
る
。

本
町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

町
長
昨
年
は
１
０
４
名
が
新
た

に
受
講
し
た
。

基
本
法
成
立
後
、
町
は
法
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
内
容
を
改
定
し

た
。そ

の
な
か
で
、
学
ぶ
サ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
地
域
で
行
動
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
に
変
更
し
、
幅
広
い
年

代
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す
。

森
田
認
知
症
の
人
に
寄
り
添
う

ケ
ア
技
法
と
し
て
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
あ
る
。

国
内
の
研
究
結
果
で
は
、
認
知

症
の
人
の
心
理
症
状
の
改
善
、
ケ

ア
す
る
人
の
負
担
軽
減
な
ど
有
効

性
が
確
認
さ
れ
た
。

岩
美
病
院
は
導
入
し
な
い
か
。

小
谷
病
院
事
業
管
理
者
優
し
さ

を
伝
え
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
と
認
識
す
る
。

効
果
が
ど
う
か
勉
強
し
、
検
討

一

般

質

問

森
田

洋
子
議
員

森田洋子議員

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
努
め
よ

森
田
洋
子
議
員

関
係
団
体
に
紹
介
し
、
意
見
を
聞
き
た

い

長
戸
町
長

地
域
貢
献
副
業
活
動
の
導
入
を
急
げ

森
田
洋
子
議
員

職
員
の
意
向
を
確
認
し
、
検
討
し
た
い

長
戸
町
長

し
た
い
。

森
田

福
岡
市
は
、
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
を
本
格
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

本
町
も
普
及
さ
せ
て
は
ど
う

か
。

※
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、「
人

間
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
」
こ
と

を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の

認
知
症
の
ケ
ア
技
法
の
こ
と
。

町
長
福
岡
市
の
事
例
を
勉
強

し
、
関
係
団
体
に
紹
介
し
て
意
見

を
聞
き
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参

考
に
し
た
い
。

森
田
農
業
の
担
い
手
不
足
、
人

口
減
少
で
、
高
齢
化
に
よ
る
草
刈

り
な
ど
が
困
難
と
な
り
問
題
だ
。

本
町
に
は
、
町
民
と
行
政
の
窓

口
役
の
集
落
担
当
員
が
い
る
が
役

割
は
。

町
長
集
落
担
当
員
は
、
６
年
度

は
39
集
落
に
配
置
し
、
要
望
事
項

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

森
田
北
栄
町
が
６
年
４
月
よ
り

地
域
貢
献
副
業
活
動
の
制
度
を
導

入
さ
れ
た
。

農
業
、
地
域
の
作
業
を
し
、
地

域
貢
献
す
る
職
員
の
副
業
を
認
め

て
は
ど
う
か
。

町
長
職
員
の
意
向
も
確
認
し
、

検
討
し
た
い
。

認知症サポーター養成講座を受ける岩美中学生
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一

般

質

問

川
口

耕
司
議
員

川
口
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
改
正
で
７
年
３
月
ま
で
に
、人・

農
地
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
地
域
計
画

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

町
長
地
域
計
画
は
、
各
地
域
で

協
議
の
場
を
設
置
し
、
地
域
農
業

の
問
題
や
課
題
を
協
議
し
て
作
成

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

町
で
は
、
町
内
全
地
区
を
対
象

に
農
用
地
利
用
集
積
検
討
会
を
開

催
し
、
地
域
の
農
業
に
係
る
諸
課

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

目
標
地
図
の
基
と
な
る
農
地
利

用
の
現
況
地
図
を
作
成
し
た
。

今
後
、
農
業
委
員
会
で
現
況
地

図
を
基
に
目
標
地
図
の
素
案
を
作

成
し
、関
係
者
か
ら
意
見
を
伺
い
、

本
年
度
末
ま
で
に
全
地
域
で
の
地

域
計
画
を
策
定
す
る
。

川
口
現
行
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
活
用
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
集
落

単
位
だ
。
地
域
計
画
は
町
内
10
の

地
区
に
区
分
け
し
て
作
成
す
る
。

地
域
計
画
の
内
容
と
重
複
す
る

部
分
は
地
域
計
画
に
盛
り
込
み
な

が
ら
効
率
的
に
作
成
し
た
い
。

川
口
目
標
地
図
の
作
成
は
概
ね

10
年
後
を
見
据
え
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
農
業
を
進
め
る
か
、
農
地
利

用
の
方
針
を
反
映
す
る
も
の
だ
。

目
標
地
図
に
位
置
付
け
ら
れ
る

人
の
条
件
は
あ
る
か
。

該
当
者
が
い
な
い
場
合
は
ど
う

な
る
か
。

町
長
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
た
方
が
耕
作
者
と
し
て
名
前

が
あ
が
る
。

基
本
的
に
は
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
担
い

手
の
方
で
、
10
年
先
も
地
域
で
農

地
が
守
っ
て
い
け
る
か
、
守
っ
て

い
け
な
い
場
合
に
新
た
な
担
い
手

が
確
保
で
き
る
か
、
全
町
で
調
整

し
て
い
き
た
い
。

川
口
農
地
の
大
部
分
を
担
い
手

が
引
き
受
け
て
い
る
地
域
も
あ
る

が
、
目
標
地
図
を
ど
う
作
成
す
る

か
。町

長
農
地
の
大
部
分
を
担
い
手

が
引
き
受
け
て
い
る
地
域
に
は
、

既
存
の
農
事
組
合
法
人
、
認
定
農

業
者
の
方
が
継
続
し
て
耕
作
す
る

こ
と
の
確
認
を
行
い
、
目
標
地
図

に
掲
載
し
て
い
く
。

川
口
地
域
計
画
と
国
の
補
助
事

業
は
関
連
付
け
ら
れ
る
か
。

町
長
国
の
補
助
事
業
に
は
地
域

計
画
の
策
定
を
採
択
要
件
と
し
て

い
る
事
業
も
あ
る
。
地
域
計
画
で

位
置
付
け
ら
れ
た
農
業
者
を
担
い

手
と
す
る
こ
と
で
補
助
金
の
要
件

を
達
成
す
る
事
業
も
あ
る
。

将
来
的
な
農
業
関
連
の
国
・
県

の
補
助
事
業
の
採
択
を
考
え
る
と

地
域
計
画
は
策
定
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

川口耕司議員

地
域
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は川

口
耕
司
議
員

本
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る

長
戸
町
長

そ
ば
乾
燥
調
製
施
設
の
整
備
を川

口
耕
司
議
員

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

長
戸
町
長

川
口
水
田
農
業
に
お
け
る
振
興

作
物
と
し
て
、
短
期
間
で
収
穫
可

能
な
そ
ば
を
推
進
し
て
い
る
が
４

年
度
か
ら
の
作
付
け
状
況
は
ど
う

か
。杉

本
農
林
水
産
課
長

４
年
度

８・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
５
年
度

11
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
６
年
度

12
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
と
な
っ
て

い
る
。

川
口
岩
美
町
産
の
そ
ば
を
活
用

し
て
道
の
駅
き
な
ん
せ
岩
美
な
ど

で
販
売
し
て
い
る
。

乾
燥
調
製
を
担
う
場
が
な
い
た

め
町
外
の
乾
燥
施
設
ま
で
搬
入
を

し
て
い
る
。

そ
ば
を
振
興
し
面
積
も
増
え
て

い
る
中
で
、
町
内
で
乾
燥
調
製
が
で

き
る
施
設
の
整
備
を
考
え
な
い
か
。

町
長
現
在
の
収
穫
量
で
の
玄
そ

ば
の
販
売
や
生
産
者
の
方
が
開
拓

さ
れ
た
販
売
ル
ー
ト
は
、
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

現
段
階
で
は
町
で
乾
燥
調
製
施

設
を
持
つ
考
え
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

災
害
時
に
円
滑
に
避
難
で
き
る
環

境
整
備
を

そばを作付けした田んぼ（蒲生地内）
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問

田
中

克
美
議
員

田
中
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
伸
び
ず
、
７
月
の
利
用
率
は

11
・
13
％
だ
っ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
悪

い
医
療
機
関
に
個
別
に
働
き
か
け

る
方
針
だ
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は
患
者

の
任
意
だ
。
利
用
率
が
低
い
の
は

利
用
機
会
を
奪
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
し
て
、
個
別
に
働
き
か
け
る
こ

と
は
医
療
機
関
へ
の
脅
し
で
は
な

い
か
。

町
長
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で

き
る
体
制
が
な
い
医
療
機
関
も
あ

る
と
、
国
は
考
え
て
い
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

田
中
医
療
機
関
が
、
個
別
の
働

き
か
け
を
受
け
る
法
令
上
の
根
拠

は
な
い
と
思
う
が
。

町
長
ど
う
い
う
根
拠
か
承
知
し

て
い
な
い
。

田
中
利
用
率
の
向
上
は
医
療
機

関
の
義
務
で
は
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

田中克美議員

保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
よ田

中
克
美
議
員

国
は
カ
ー
ド
の
安
心
な
利
用
に
適
切
な

対
応
を

長
戸
町
長

町
長
利
用
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
は
患
者
さ
ん
の
自
由
意
思
に
よ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

田
中
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は

11
・
13
％
、
紙
の
保
険
証
は
88
・

87
％
が
実
態
。

医
療
現
場
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
続

き
、
利
用
率
が
上
が
っ
た
ら
ど
う

な
る
ん
だ
ー
そ
れ
が
医
療
機
関
の

思
い
で
は
な
い
か
。

保
険
証
が
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し

て
い
る
の
が
実
態
だ
。

紙
の
保
険
証
を
な
く
す
こ
と
は

保
険
診
療
そ
の
も
の
を
危
う
く
す

る
こ
と
に
な
る
。

町
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
町
民

に
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
を
勧
め
る

こ
と
で
は
な
く
、「
保
険
証
廃
止

会
計
年
度
任
用
職
員
の
公
募
な
し
再
採

用
を

田
中
克
美
議
員

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
検
討
し
た

い

長
戸
町
長

田
中
国
は
６
月
28
日
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
示

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
正
し
、
公

募
に
よ
ら
な
い
再
度
の
採
用
回
数

の
上
限
を
連
続
２
回
ま
で
と
し
て

い
た
取
り
扱
い
を
や
め
た
。

町
も
初
回
の
公
募
採
用
の
後

は
、
公
募
な
し
の
再
採
用
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

町
長
再
度
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

田
中
１
年
毎
の
採
用
制
度
は
維

持
さ
れ
る
の
で
、
雇
用
が
不
安
定

な
状
況
は
続
く
。

恣
意
的
な
雇
止
め
に
な
ら
な
い

よ
う
、
人
事
評
価
を
当
事
者
に
開

示
す
る
な
ど
、
透
明
に
す
べ
き
。

町
長
評
価
結
果
の
公
表
も
含

め
、
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

島
根
原
発
の
事
故
に
よ
る
避
難
者

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
撤
回
」
か
「
保
険
証
新
規
発
行

停
止
の
延
期
」
を
求
め
る
こ
と
で

は
な
い
か
。

町
長
国
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
制
度
の
安
全
安
心
な
利
用

を
図
れ
る
よ
う
適
切
な
対
応
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

田
中
答
弁
は
併
用
で
い
け
る
と

い
う
こ
と
だ
。

厚
労
省
職
員
が
利
用
し
な
い
の

は
、メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
か
ら
だ
。

小
谷
病
院
事
業
管
理
者
岩
美
病

院
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い

な
い
。

田
中
岩
美
病
院
で
起
こ
っ
て
い

な
い
か
ら
い
い
、
と
い
う
姿
勢
は

問
題
だ
。

岩美病院の受付
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升
井

祐
子
議
員

升
井
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
開
始
さ
れ
、
本
町
で
も
生
徒
１

人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１
台
配

る
取
り
組
み
を
し
、
約
３
年
が
経

過
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

教
育
長
情
報
活
用
能
力
を
早
い

段
階
か
ら
身
に
つ
け
ら
れ
、
習
熟

度
に
合
わ
せ
た
学
習
に
取
り
組
み

や
す
く
な
っ
た
。

教
職
員
は
、
画
面
上
で
の
デ
ー

タ
を
共
同
で
編
集
す
る
な
ど
、
効

果
的
な
指
導
が
可
能
と
な
っ
た
。

升
井
授
業
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
い
じ
め
事
件
へ
の
対
応
は

ど
う
か
。

教
育
長
互
い
の
パ
ス
ワ
ー
ド

が
簡
単
に
分
か
ら
な
い
仕
組
み
を

作
っ
て
管
理
し
、
道
徳
的
な
指
導

も
行
っ
て
い
る
。

升
井
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
家
庭

で
も
使
用
す
る
。
危
険
性
や
リ
ス

ク
、
対
処
方
法
を
保
護
者
と
共
有

し
て
い
る
か
。

教
育
長
就
寝
前
や
長
時
間
の
使

用
を
避
け
る
こ
と
な
ど
危
険
な
サ

イ
ト
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
ア
ク

セ
ス
制
限
な
ど
対
処
し
て
い
る
。

保
護
者
と
の
効
果
的
な
情
報
共

有
の
見
直
し
も
す
る
。

升
井
パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
の
根

本
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
危
険

だ
。ウ

イ
ル
ス
感
染
や
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
遭
っ
た
と
き
の
対
応
策
な

ど
、
専
門
家
を
招
い
て
、
話
を
聞

い
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
学
校
と
も
相
談
を
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

升
井
９
月
２
日
の
新
聞
報
道

で
、
県
内
の
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被

害
が
過
去
最
多
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
も

急
増
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

特
殊
詐
欺
に
特
化
し
た
窓
口
を

学
校
に
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
現
在
の
体
制
の
中
で
子

ど
も
が
相
談
し
や
す
い
環
境
に
努

め
た
い
。

I
C
T
機
器
の
専
門
家
を
招
い
て
学
ん

で
は
ど
う
か

升
井
祐
子
議
員

学
校
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
す
る

大
西
教
育
長

町
民
へ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
の
情
報

提
供
を

升
井
祐
子
議
員

分
か
り
や
す
く
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
す
る

長
戸
町
長

升井祐子議員

升
井
来
年
は
大
阪
万
博
が
開
催

さ
れ
る
が
、
本
町
の
誘
客
ツ
ー
ル

の
予
定
は
ど
う
か
。

町
長
名
探
偵
コ
ナ
ン
鳥
取
ミ
ス

テ
リ
ー
ツ
ア
ー
が
県
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
、
県
内
の
市
町
村
が
連
携
し
て

万
博
期
間
中
の
来
年
７
月
よ
り
行

わ
れ
る
。

升
井
こ
の
よ
う
な
観
光
客
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
本
町
は
イ
ン
フ

ラ
的
に
修
繕
の
必
要
な
箇
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
、

歩
行
者
や
通
行
車
両
の
安
全
性
を

第
一
に
考
え
、
修
繕
の
優
先
順
位

を
つ
け
、
実
施
を
し
て
い
る
。

升
井
道
路
の
街
路
灯
に
つ
い
て
、

必
要
な
箇
所
だ
け
で
も
改
善
は
で

き
な
い
か
。

町
長
街
路
灯
は
、
町
で
設
置
す

る
も
の
と
、
集
落
か
ら
の
要
望
で

設
置
す
る
も
の
が
あ
る
。
改
善
の

要
望
が
あ
れ
ば
建
設
水
道
課
に
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

町
で
は
毎
年
11
月
か
ら
12
月
に

全
部
の
集
落
に
対
し
て
、
街
路
灯

の
要
望
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
を
し

て
い
る
。

升
井
町
民
の
方
へ
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
計
画
を
情
報
提
供
し
て
は
ど

う
か
。

町
長
道
路
や
橋
り
ょ
う
な
ど
整

備
計
画
の
掲
示
を
し
て
い
る
が
、

も
う
少
し
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
工
夫
を
し
た
い
。

タブレット授業の様子（岩美中学校）
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問

田
中

克
美
議
員

田
中
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
伸
び
ず
、
７
月
の
利
用
率
は

11
・
13
％
だ
っ
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
悪

い
医
療
機
関
に
個
別
に
働
き
か
け

る
方
針
だ
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は
患
者

の
任
意
だ
。
利
用
率
が
低
い
の
は

利
用
機
会
を
奪
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
し
て
、
個
別
に
働
き
か
け
る
こ

と
は
医
療
機
関
へ
の
脅
し
で
は
な

い
か
。

町
長
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で

き
る
体
制
が
な
い
医
療
機
関
も
あ

る
と
、
国
は
考
え
て
い
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

田
中
医
療
機
関
が
、
個
別
の
働

き
か
け
を
受
け
る
法
令
上
の
根
拠

は
な
い
と
思
う
が
。

町
長
ど
う
い
う
根
拠
か
承
知
し

て
い
な
い
。

田
中
利
用
率
の
向
上
は
医
療
機

関
の
義
務
で
は
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

田中克美議員

保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
よ田

中
克
美
議
員

国
は
カ
ー
ド
の
安
心
な
利
用
に
適
切
な

対
応
を

長
戸
町
長

町
長
利
用
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
は
患
者
さ
ん
の
自
由
意
思
に
よ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

田
中
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は

11
・
13
％
、
紙
の
保
険
証
は
88
・

87
％
が
実
態
。

医
療
現
場
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
続

き
、
利
用
率
が
上
が
っ
た
ら
ど
う

な
る
ん
だ
ー
そ
れ
が
医
療
機
関
の

思
い
で
は
な
い
か
。

保
険
証
が
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し

て
い
る
の
が
実
態
だ
。

紙
の
保
険
証
を
な
く
す
こ
と
は

保
険
診
療
そ
の
も
の
を
危
う
く
す

る
こ
と
に
な
る
。

町
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
町
民

に
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
を
勧
め
る

こ
と
で
は
な
く
、「
保
険
証
廃
止

会
計
年
度
任
用
職
員
の
公
募
な
し
再
採

用
を

田
中
克
美
議
員

国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
検
討
し
た

い

長
戸
町
長

田
中
国
は
６
月
28
日
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
示

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
正
し
、
公

募
に
よ
ら
な
い
再
度
の
採
用
回
数

の
上
限
を
連
続
２
回
ま
で
と
し
て

い
た
取
り
扱
い
を
や
め
た
。

町
も
初
回
の
公
募
採
用
の
後

は
、
公
募
な
し
の
再
採
用
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

町
長
再
度
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

田
中
１
年
毎
の
採
用
制
度
は
維

持
さ
れ
る
の
で
、
雇
用
が
不
安
定

な
状
況
は
続
く
。

恣
意
的
な
雇
止
め
に
な
ら
な
い

よ
う
、
人
事
評
価
を
当
事
者
に
開

示
す
る
な
ど
、
透
明
に
す
べ
き
。

町
長
評
価
結
果
の
公
表
も
含

め
、
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

島
根
原
発
の
事
故
に
よ
る
避
難
者

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
撤
回
」
か
「
保
険
証
新
規
発
行

停
止
の
延
期
」
を
求
め
る
こ
と
で

は
な
い
か
。

町
長
国
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
制
度
の
安
全
安
心
な
利
用

を
図
れ
る
よ
う
適
切
な
対
応
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

田
中
答
弁
は
併
用
で
い
け
る
と

い
う
こ
と
だ
。

厚
労
省
職
員
が
利
用
し
な
い
の

は
、メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
か
ら
だ
。

小
谷
病
院
事
業
管
理
者
岩
美
病

院
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い

な
い
。

田
中
岩
美
病
院
で
起
こ
っ
て
い

な
い
か
ら
い
い
、
と
い
う
姿
勢
は

問
題
だ
。

岩美病院の受付



残
暑
の
な
か
の
稲
刈
り
も
終

わ
り
、
や
っ
と
秋
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
議
長
を
除
い
た

８
名
が
新
た
に
編
集
委
員
と
な

り
、
私
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
読
み
や
す
く
、
議
会
活

動
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
わ

る
紙
面
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
政
策
提
言
や

議
員
報
酬
の
見
直
し
な
ど
議
会

活
動
の
在
り
方
検
討
特
別
委
員

会
の
な
か
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

森
田
洋
子

編
集
後
記

議会だより調査特別委員会
【
発
行
責
任
者
】

議

長

橋
本　
　
恒

委
員
長

森
田

洋
子

副
委
員
長

寺
垣

智
章

委　
　
員

田
中

克
美

委　
　
員

柳　
　
正
敏

委　
　
員

川
口

耕
司

委　
　
員

田
中

伸
吾

委　
　
員

𠮷
田

保
雄

委　
　
員

升
井

祐
子

浦富保育所運動会
　９月２８日（土）、浦富保育所の運動会が岩美北小学校体育館で行われました。
　かわいい子どもたちの活躍を見ようと、おとうさん、おかあさん、おじいさん、おばあさんなど多
くの方が集まり、にぎやかな運動会となりました。

　５年ぶりに２歳児以上全体での開催になり
ました。コロナ禍ではクラスでの入れ替わり
制で開催していましたが、このたびは、２歳
児以上での参加で盛り上がり、また、他のク
ラスの競技も見ることができたのでとてもよ
かったです。
　年長さんは久しぶりに親子リレーをしたの
で、親子ともに頑張っている様子を見てて楽
しかったです。

浦富保育所保護者会長

山口　洋一さん

親子で写真を撮りました

元気
いっぱい！！

　９月２８日（土）、浦富保育所の運動会が岩美北小学校体育館で行われました。

浦富保育所運動会浦富保育所運動会浦富保育所運動会浦富保育所運動会元気

いわみ議会だよりNo.161 14




